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平成２０年度 能代河川国道事務所の事業概要（道路）について

【予算の概要】

租税特別措置法などの成立により財源の見通しがついたことから、管内各地域の経
済情勢等に鑑み、これに対応する予算について早期に執行することとしたところであ
り、管内各地域の補助事業を優先するとともに、事務所直轄事業についても、事業全
体の工程に遅れが生じないよう、迅速かつ効率的な執行に努めて参ります。

予算の執行にあたっては、「道路関係業務の執行のあり方改革本部最終報告書」（４
月１７日）に基づき、無駄の排除など、予算の厳格な執行に努めて参ります。

尚、能代河川国道事務所として平成２０年度は道路事業費１３６億１７００万円の
当初予算により事業を進めます。

【主な事業の内容】

○ 鷹巣大館道路 － 用地買収・工事の継続推進

○ 日本海沿岸東北自動車道

大館北～小坂(新直轄区間) － 工事の継続推進

【道路関係当初予算の事業費内訳（単位：百万円）】

内 容 Ｈ１９当初 Ｈ２０当初 H20/H19

地域連携 １０，６９３．０ ７，４３２．０ ０．７０

地域連携（高速国道） ８，２００．０ ３，７５０．０ ０．４６

維持修繕 １，１６２．０ ８６３．０ ０．７４

沿道環境 － １３５．０ －

事故重点 ４２５．０ ５９７．０ １．４０

交通安全 ５４４．０ ４２５．０ ０．７８

雪寒 ３２０．０ ４１５．０ １．３０

道路関係合計 ２１，３４４．０ １３，６１７．０ ０．６４

〈発表記者会：能代市記者クラブ、北秋田市記者クラブ、大館市記者クラブ〉
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さいとう ふみのり

工務第二課長 鈴 木 浩 （内線４１１）
す ず き ゆたか



- 1 -

－道路事業の概要－

《 地域連携推進事業 》

強い県北地域の創造と地域生活の安全安心の確保に向け、空港･港湾のカバー圏拡大、域内･域外交

流の促進、第三次救急医療施設カバー圏の拡大、道路のネットワーク化による迂回路確保、国道７号

の負荷低減による沿道環境の改善等に効果のある高規格幹線道路等の整備を進めます。

鷹巣大館道路 【ｐ２】
たかのすおおだて

・北秋田市脇神～北秋田市栄間 Ｌ＝５．６ｋｍ
わ き が み き た あ き た し さ か え

平成２０年度は、用地買収に着手するとともに、設計・協議の継続推進を図ります。

・北秋田市栄～大館市櫃崎間 Ｌ＝８．３ｋｍ
ひつざき

平成２０年度は、用地買収・改良工事の継続推進を図ります。

《 地域連携推進事業（高速国道) 》

日本海沿岸東北自動車道 大館北～小坂 Ｌ＝１４ｋｍ 【ｐ３】
お お だ て き た こ さ か

平成２０年度は、改良工事・トンネル工事の継続推進を図ります。

《 直轄道路維持修繕事業 》

一般国道７号（管理区間Ｌ＝１２２．１㎞：琴丘能代道路17.4km、大館西道路5.9km含）の道路を保

全し、道路交通の安全と円滑化を図るため日常の維持管理、重要構造物の修繕など道路の機能を保持

します。

また、これまでの震災や災害等を踏まえて実施した点検を受けて、対策が必要な箇所の整備実施を

図り、防災対策及び橋梁の耐震補強対策を推進します。

《 沿道環境改善事業 》

沿道の良好な環境を確保するために、高機能舗装の修繕を行います。

《 交通事故重点対策事業 》

交通事故の多発区間の交通の安全を確保するために、交差点･線形等の改良、標識の整備、区画線･

防護柵等の設置を行います。

《 交通安全施設等整備事業 》

交通事故の発生箇所、渋滞箇所等交通の安全を確保するために、交差点･線形等の改良、通学路区間

等の歩道設置、わかりやすい標識の整備、区画線･防護柵等の設置を行います。

《 雪寒地域道路事業 》

冬期間の車道および歩道空間の確保のため、除排雪を実施するほか、防雪対策の実施をすすめる等、

安全で快適な冬期交通確保を図ります。


